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文・小島久枝、山本美砂
1997年11月18日ハンガリーブタペスト
にて開催されたレ・クレドール インタ
ーナショナルコングレスにおいて日本が
第33番目のチャプターとして認められ
ました。晴れやかなレ・クレドール ジ
ャパン誕生の瞬間を今でも鮮明に覚えて
います。

あれから25年が経とうとしている2022

年11月15日、グランドハイアット東京
にてアクティブメンバー、アフィリエイ
トメンバー、OBOG、そして海外メンバ
ーが一堂に会し、レ・クレドールジャパ
ン25周年を祝いました。

Les Clefs d’Or Japan 

25th Anniversary

コロナ禍で2年半振りに実際に顔を合わせ
る事が叶った喜びを噛みしめ、これから
も皆、同じ目的を持って邁進していく事
を誓ったプレジデントの住吉真矢子の挨
拶に始まり、グランドハイアット東京総
支配人Mr. Cooper によるウエルカムスピ
ーチの後、レ、クレドールジャパンの歴
史の1ページをそれぞれが飾ってくれた懐
かしい元メンバー12人が住吉会長より紹
介されました。

レ・クレドールジャパンをずっと見守り、
変わらぬサポートをして下さっている
I n t e rn a t i o na l N e w Yo r k T ime sの
Ms.Helena Phua による乾杯！の発声で華
やかなパーティーが始まりました。
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グランドハイアット東京のパティシエチー
ムがお作りくださった素晴らしい25周年の
アニバーサリーケーキが華を添え、皆が思
い思いにお心尽しの美味しい料理を堪能し
久々の再会に心を躍らせました。

ファウンドメンバーの一人である池田里香
子氏からのスピーチでは、富士山をモチー
フにしたロゴの成り立ちが紹介され、“レ・
クレドール ジャパンは日本最高峰のおもて
なしを提供する”という発足当時の思いがそ
こに込められていると伺いました。また
「LE HALL」より、“人間は、人によって与
えられた心の感動、美しい笑顔や誠実さ、
心遣いこそホスピタリティの真意とみなし
ます。多くの素晴らしい技術革新を導入し
てうまく適応させながらも、コンシェルジ
ュの真のサービスや理念は永遠に受け継が
れていくでしょう”という一文も紹介されま
した。デジタル化など目まぐるしく変わり
ゆく時代の中でも、受け継ぎ、継続してい
くことの大切さについて貴重なお言葉をた
だきました。

続いて、株式会社Gコンセプト 荒谷様と、
サントリー酒類株式会社 棚橋様よりアフィ
リエイト企業を代表してお祝いの言葉を頂
戴しました。
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また新たに入会したメンバー６名からは、
自己紹介を兼ねて今後の抱負などについ
てスピーチがありました。彼らが今後、
新しい風として、レ・クレドールに更な
る活力を与えてくれることを期待してい
ます。
終盤には、海外のインターナショナルメ
ンバーから寄せられたビデオレターや手
紙が披露され、世界各国からの温かい言
葉に、会場は感動に包まれました。

閉会の言葉として、ヴァイスプレジデ
ントの今泉愛子より、今日に至るまで
サポートしてくださったすべての皆さ
まへ感謝の気持ちが述べられました。

今後もいかなる困難な状況におかれて
も、我々のコンシェルジュという職に
対する情熱は変わることなく、友情の
絆も失われないことを確信したひとと
きでした。
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文・加藤香織
2022年10月26日から3日間、石川県観光
戦略推進部国際観光課様主催による
ファムトリップが開催され、レ・クレド
ールメンバー7名が参加しました。
石川の中心であるJR金沢駅までは東京
からは新幹線、又京都からは特急で約2

時間半で乗り換えなしで移動出来ます。
3日間共好天に恵まれ、能登を中心に石
川県の伝統工芸や文化などの魅力に触れ、
有意義な時間を過ごすことが出来ました。
全ての行程を座り心地のいい独立したシ
ートに改良した小型のラグジュアリーバ
スで移動しました。

石川県ファムトリップ

1日目は金沢駅から能登エリアまで高速道路
で約2時間かけて移動し、まず大本山総持寺
祖院を訪れました。今から700年前に開創
された永平寺と並ぶ曹洞宗の寺院で、ドイ
ツ人僧侶のゲッペルト昭元様が接遇係とし
て外国人ゲストの対応にも当たられている
ことが印象的な寺院でした。
次に海が見渡せる小高い丘に建てられた
「ハイディワイナリー」の開放的なレスト
ランでワインが引き立つ食事を頂きました。
ストレスを与えない為に手摘みされたブド
ウで作られたワインは濃厚な味わいでした。
食事の後は日本遺産にも認定されている能
登のキリコ祭りで使用される大小様々なキ
リコの展示を見学するため「輪島キリコ会
館」を訪れました。キリコとはランタン=大
きな奉燈の事でそれぞれに個性的な装飾が
されているのが特徴的でした。
この日の最後には工房兼自宅が国登録有形
文化財に指定されている「大崎漆器店」を
訪れ、漆塗りの工程についての説明を伺い、
人間国宝の方が製作された作品を拝見しま
した。どれも繊細な手仕事が施されており
一同魅了されました。
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この日宿泊した和倉温泉にある加賀屋の
別邸「松乃碧」は全室オーシャンビュー、
オールインクルシブ制で大人が静かに滞
在できる空間でした。館内には輪島塗の
人間国宝であった「角 偉三郎氏」の作
品が美術館さながら至る所に展示されて
おり、伝統工芸を身近に感じることが出
来ました。
翌朝は能登島をめぐるサイクリングコー
スを視察し、地元の方たちとの触れ合い
を重視されているツアーは特にフランス
人ゲストに人気があるそうです。
金沢に戻る道中では「千里浜なぎさドラ
イブウェイ」という日本で唯一車で走行
できる砂浜を通るという貴重な体験をし
ました。
その後のひらまつの系列の「ジャルダ
ン・ポール・ボキューズ」でのランチで
は観光課の他の職員の方とも意見交換が
でき、石川県のインバウンドの状況など
をヒアリングすると共に今回の視察の感
想をお伝えしました。

最後には「大樋焼」の工房と美術館を訪
れ、ご当主の十一代大樋長左衛門様より、
常に探求心を持ち新しいことに取り組ん
でいらっしゃる作陶に対する思いなどを
伺い、又、特別に実際に土をひねり作品
を作る様子を見せて頂くことができ、一
同感動しました。
最終日には金沢市内で人気の観光施設を
視察し、金沢の良さにも触れることが出
来ました。金沢市、そしてそれ以外にも
魅力あるコンテンツに溢れている石川県
を幅広く知ることができ、特に能登エリ
アはまだ外国人ゲストに知られていない
貴重な場所として今後積極的にご案内し
ていきたいと思いました。
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コンシェルジュ歴：22年
レ・クレドール歴： 14年

所属ホテルのハイライト：旗艦ホテルであるザ・ペニ
ンシュラ香港（1928年開業）を筆頭に、世界10都市
でラグジュアリーホテルを運営しており、香港、上海、
北京、ニューヨーク、シカゴ、ビバリーヒルズ、バン
コク、マニラ、パリ、東京のほか、現在イスタンブー
ルとロンドンにも建設中です。常に各都市の一番のロ
ケーションにあり、アフタヌーンティ、月餅、マンゴ
ープリンなどが人気で有名です。ザ・ペニンシュラ東
京は2007年有楽町に開業し、2022年9月で15周年を迎
えました。

Getting to Know 

Our Members!
ザ・ペニンシュラ東京

田中 あかね

休日の過ごし方：子供のころから運動と音
楽が大好きな私は、毎週一回のジム通いと、
月二回のヴォイストレーニングは、どんな
に忙しくても欠かすことはありません。ヴ
ォイストレーニングに至っては、最近はオ
ペラを始めましたが、その難しさは想像を
超えるものでした。他にはもちろん美味し
いものを食べ、飲み、それを家で再現する
ことも好きなので、友人、家族、そして
レ・クレドールメンバーと外食、旅行など
に行った際、好きなものを見つけては、家
で（もちろん我流で）再現できるかを試し
たりしています。

とっておきの場所：弟が近くに住んでいることもあり、弟夫妻
とよく出かけることが多く、月に一度は弟の家で一緒に食事を
します。彼の家は周りに高いビルもなく、東京の西側を一望で
きるので、特にお天気が良い日はバルコニーから富士山を臨む
ことができます。 夕焼けに包まれ、東京の街がだんだん暮れ
ていく様を見るのも醍醐味です。

一番好きなレストラン：目黒区池尻大橋にあるイタリア料理の
「オステリア・ヴォ―ノ」。オステリアボーノは私の住む田園
都市線にある池尻大橋駅より徒歩1分のところにあるイタリア
ンレストランです。シェフの島田さん、アシスタント兼ソムリ
エの宮崎さんは毎年イタリアまで赴き、現地での色々な出会い
と思い出を大切に持ち帰りシェアしてくれます。イタリア本場
の味を試したい方にはお勧めです。小さなお店で隠れ家的な使
い方ができるので、お勧めです。

https://www.osteriabuono.com/home/
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定例会開催

グランドハイアット東京で開催され、ハ
イブリッドミーティングが始まって以来、
初めてほぼ全員のメンバーが一堂に対面
で集まりました。

10月に石川県視察に参加したメンバーを
代表して日航プリンセス京都の山田氏よ
り、視察報告がありました。能登半島の
魅力、和倉温泉松乃碧様でのおもてなし
についての紹介がありました。

メンバーの森氏より、UICHのCSRコミッ
ティメンバーが10名に増員されたと報告
がありました。
2023年3月にイスタンブールで開催される
コングレスでのCSR活動予定内容の報告、
アイデア公募の案内がありました。
各ホテルのSDGｓの取り組み内容につい
ての報告活動の継続、NPO法人キッズド
アへのサポート再開提案などについても
報告がありました。

元レ・クレドールジャパンメンバーで現
在は台湾でメンバーとして活躍中の若生
通彦氏が来日し、久しぶりの再開を果た
し、定例会で一言頂きました。

東京ホテル・観光＆ホスピタリティ専門
学校の会場をお借りして開催されました。
素晴らしい施設を兼ね備えた学校で、そ
ちらで学ぶ生徒様からも温かくお迎えを
していただきました。

11月に開催された25周年パーティーの報
告がありました。メンバー30名、アフィ
リエイト17名、OBOG11名、海外メンバ
ー4名、合計64名が出席し成功裏に終了
しました。

雲仙天草国立公園の視察に住吉氏、アフ
ィリエイトの和田様が参加し、その報告
がありました。

メンバーの亀井氏が参加した国立公園オ
フィシャルパートナーシッププログラム
意見交換会の報告がありました。国立公
園のブランド力を高めるための広報連携
についてをテーマに意見交換が行われ、
レ・クレドールジャパンとしてもSNSに
おける国立公園の発信を今後も続けてい
くことを確認しました。

11月 12月

メンバーの加藤氏より石川県観
光戦略推進部国際観光課主催で
開催された石川県視察に関する
報告がありました。

海外からのお客様が戻り、コン
シェルジュの現場において抱え
る課題についてメンバー同士で
情報共有をする時間を持ちまし
た。ホテル全体における人材不
足、新規スタッフの経験不足、
外国人受入れ体制が整っていな
いレストランや施設が増えたこ
となどが話し合われました。


